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日本の淡水ミミズ類と淡水魚類の条虫類：総説

嶋津　武＊

Cestodes ofFreshwaterEarthworms and

FreshwaterFishesinJapan：aReview

TakeshiSHIMAZU＊

Abstract：Cestodesreportedasadultsfromfreshwaterearthwormsandfreshwater

fishesinJapanarereviewedfromtheliterature．Foreachspeciesofthem，knowledge

isassembledofthetaxonomy，host（S），1ifecycle，eCOlogy，geOgraPhicaldistribution

inJapan，etC．

Keywords：CeStOdes，freshwaterearthworms，freshwaterfishes，reView，Japan．

日本列島の淡水動物からは多種類の寄生虫が報

告されている。本稿では，その寄生虫のうち，ミ

ミズ類と魚類に成虫期が寄生する条虫類について，

分類，宿主，生活免　生鼠　地理的分布などに関

する調査研究の成果を文献に基づいてまとめてい

る。本稿の目的は，これらの分野の現有知識を収

集し，文献目録も兼ねることによって，今後の調

査研究に資することにある。したがって，個別事

項に関してはあまり立ち入った論議をしていない。

条虫類は扁形動物門（Phylum Platyhel＋

minthes）の1綱（ClassCestoidea）を構成し，

全種が動物の体内（主に腸内）に寄生する。ここ

での分類体系はSchmidt（1986）にしたがって

いる。日本で新種として記載された種の異名もか

かげる。宋同定の条虫も取り上げている。生活史

に関しては，日本以外での研究成果にも触れてい

る。筆者の未発表資料をのぞいて，引用する成果

は1996年12月までに印刷公表されたものに限って

＊〒380　長野市三輪8－49－7　長野県短期大学

＊∧極狩のロ　グ頑CねJmJ COJ吻e，49－7　〟ねびα　8－

C如∽ち∧麺狩乃038qノ毎）α兜．

いる。宿主名は横準和名であたえるが，紛らわし

い場合には学名もそえる。

日本産淡水動物は上野（1973）に詳しいが，そ

こには寄生生物も概説されている。小林（1935）

は，日本産淡水魚類とその寄生虫について当時の

知識をまとめた。目録あるいは文献集としては，

Kamegai andIchihara（1972），江草・中島

（1973），Nagasawa et al．（1987，1989），Wa－

kabayasbi（1994）などが役に立つであろう。

条虫綱（Cestoidea）

Cestodaria亜桐

Amphilinidea目：Amphilinidae科

Aプク勿hilina如onicaGoto andIshii，1936

Goto andIshii（1936）はチョウザメ（チョウ

ザメ科）の腹膜脛からえた成虫に基づいて本種を

記載した（五島・石井，1936も参照）。産地は述べ

られていない。
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Eucestoda亜綱

Caryophyllidea目：Caryophyllaeidae科

Anhigetes sieboldiLeuckart，1878

Motomura（1929）は，本種（種名をA．

qwendiculahtS Ratzel［sic］として）の成虫を

仙台市と東京の水生ミミズの体腔からえた。宿主

はユリ　ミ　ミズ（エあ乃別離お　がわ才とエ．飢涼一

g如）およびイトミミズ（乃古物加地オ）（全て

イトミミズ科貧毛頬）であり，条虫は6～7月の雨

季に多く採取できたというが，各宿主の産地は特

定されていない。彼は卵形成に関わる雌性生殖器

官，卵成熟，受精，卵割，初期発生，幼虫などに

ついて詳しく観察した。

Ca7yqPhylhleuSgOtOiMotomura，1927

Motomura（1927）は本種を朝鮮半島から記載

した。Yamaguti（1934）は，本塩を滋賀，京都，

兵庫の各府県のドジョウ（ドジョウ科）からえて，

Motomuraによる原記載の不足をおぎなった。

寄生部位は示されていないが，腸であろう。

n17昭klridacYislimnoddli（Yamaguti，1934）

Mackiewicz，1994

［＝Glaridacriklわnnod7ili Yamaguti，1934；

Brachyurus lim7Wdrili（Yamaguti，1934）

Szidat，1938；AγChigetes HmlWdrili（Yamaguti，

1934）Kennedy，1965］．

Yamaguti（1934）は，京都市郊外のカマツカ

（コイ科）とドジョウの腸，および鴨川［京都市

内？］のユリミミズ（エカワウ乃Od毎払Sp．）からえ

た成虫に基づいて，G．肋朋肌最ガを記載した。

Yamaguti（1952）は本種を諏訪湖のカマツカら

も報告した。本種の分類学的位置については，

Szidat（ユ938），Kennedy（1965），Mackiewicz

（1994）などを参照されたい。

Caryophyllidea日：Lytocestidae科

肋wiaj＊onens怨（Yamaguti，1934）

Yamaguti，1959

［＝Ca73JqPjylhleuS j＊onensis Yamaguti，1934；

Bothrioscolex j＊onensis（Yamaguti，1934）

Szid的1937］．

Yamaguti（1934）は，琵琶湖のコイ（コイ

科）の腸からえた成虫に基づいて，本種をC．

劇加閻壷として記載した。本種の分類学的位置

については，Szidat（1937）とYamaguti

（1959）を見られたい。

Pseudophyllidea日：Bothriocephalidae科

Bothrioc密hahw acheil0g71athiYamaguti，1934

［＝B．qi）Sariichthydis Yamaguti，1934；B．

jhlViatilisYamaguti，1952；B．（Clestoboihrゐtm）

acheilog7Wihi（Yamaguti，1934）BaerandFain，

1958；C．acheihg7Wihi（Yamaguti，1934）Ta－

dros，1967］．

Yamaguti（1934）は京都府巨椋池のカネヒラ

（コイ科）の腸からえた成虫（1個体）に基づい

てB．acheiloBmathiを記載した。Yamaguti

（1952）は本種の未成熟虫を諏訪湖のタモロコ

（コイ科）からも報告した。Yamaguti（1934）

は琵琶湖と淀川のハス（コイ科）の腸からえた成

虫に基づいて且q加祓地軸ゐも記載した。掲

載頁のうえで，本種は且αC如穐Ⅵα娩才のあとに

おかれており，種名は宿主の学名の誤記のために

且（か成地物繭とされている（Ye，1955；

Yamaguti，1959も参照）。Yamaguti（1952）は

さらに京都府淀川のアユモドキ（ドジョウ科）の

腸からえた条虫をβJ触感戎蝕として記載した。

用いた材料は1個体で，成熟はしていたが，受胎

節を欠いていたようである。その後，これらの3

種は同一種とされ，その種名としては且

acheilqgnathiが採用きている（PoolandChubb，

1985を参照）。中島・江草（1974a）は，月．

αCゐgfJ聯α放言と且ノ　〃祓戒めを且（画脚薮戯わー
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ゐの幼苦虫とみなしたにもかかわらず，国際動

物命名規約に反して，種名としてほ且　呼ぶα元一

gcゐ物′くねを採用している。1973年7月上旬頃か

ら一時期，本種の多数寄生が長野，山形，秋田な

どの県内の養殖マゴイに流行した（中島・江草，

1974a）。中島・江華（1974a，b，C，1976a，b，1977

a，b）は，長野県上田市塩田地方と群馬県佐波郡

の養殖マゴイからえた本種（種名を且q卸元溺一

物′血として）について，形態，感染状況，病害

性，駆虫薬，虫卵，コラシジウム，醇化，越冬，

殺卵などについて述べている。粟倉（1980）は本

種（種名を且呼ぶα露わ物ゐとして）を北海道

の養殖マゴイから報告した。市原・沢田（1982）

は本種を奈良市内でギソブナ（コイ料）から検出

した。福井（1964）はメダカ（メダカ科）［静岡

県藤枝市内で採集？］からえた条虫を本種と推定

している。本種の胚形成，コラシジウムおよび前

擬充尾虫ならびに中間宿主については，Han－

zelovまand乏it這an（1986）を見られたい。

B．j＊onicusYamaguti，1934

Yamaguti（1934）は霞ケ浦のウナギ（ウナギ

科）の腸からえた成虫に基づいて本種を記載した。

Pseudophyllidea目：Diphyllobothriidae科

月歩砂地∂0班毎〟mSp．

これは東京都砂町付近でメダカの前腸部からえ

られた成虫である（中井，1930）。劫娩痴ce一

夕ゐαゐ岱属に属する条虫かも知れないが，形態の

記載がないので，今となってはその所属を考察す

ることはできない。中井は虫卵をケソミジソコ

（q灯毎匝Sp．）に実験的に感染させて前浜充尾虫

をえたが，その幼虫をヒメダカへ感染させること

はできなかった。

Pseudophyllidea目：Ptychobothriidae科

Coeloboihrhlm OitenseKugiandMatsuo，1990
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KugiandMatsuo（1990）は，大分県上渾江村

の筑後川で採集したウグイ（コイ科）の腸からえ

た成虫に基づいて本種を記載した。Bray ef扇．

（1994）はPtychobothriidae科をBothrioce－

phalidae科に含めている。

Nippotaeniidea目：Nippotaeniidae科

Amurvh2eniamogumdae（Yamagutiand

Miyata，1940）Hine，1977

（＝入物Otaenia mogumdae Yamaguti and

Miyata，1940）．

Yamagutiand Miyata（1940）は，兵庫県西

宮付近のドソコ（／＼ゼ科）の腸からえた成虫に基

づいてN mogumdaeを記載した。Hine（1977）

は本種をAプ弗〟和ぬβ乃衰属に移した。本種は東広

島市温川のドソコからも見出された（筆者と

Weekesの未発表資料）。なお，未発表ではある

が，尾崎佳正は1925年以前に本種を西条（今の東

広島市内）のドソコから採取していたらしい

（Shimazu，1992を参照）。この条虫では，片節が

未熟のうちに片節連体からはなれ，その後も長く

旗に留まって成熟するので（Yamaguti and

Miyata，1940），遊離片節はCaryophyllidea目の

条虫のように見える。ロシア沿海州において，本

種の幼虫はケソミジソコ（q′C妙gSp．）から検出

されている（Mamaev，1971）。また，Demshin

（1985a）は，幼虫のケソミジソコ（〟どぶ叩C毎S

Je〟虎α戒）体内での発育を実験的に研究した。

入物ohlenia chaenogobiiYamaguti，1939

Yamaguti（1939）は∴諏訪湖のウキゴリ，ヨ

シノポリおよび“ドソコ”（全て／、ゼ科）の腸か

らえた成虫に基づいて，本種を新日新科新属新種

として記載した。ただし，ドソコは諏訪湖には生

息しないので，この“ドソコ”は地方名でいうト

ソコすなわちジュズカケハゼ（ハゼ科）と考えら

れる。木蓮は諏訪湖のこれらの3魚種に今でも寄
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生している（筆者の未発表資料）。本種はまた，

北海道塘路湖のウキゴリ（淡水塾）とジュズカケ

ハゼ，増毛町朱分別川のウキゴリ（中流塾），江

別市千歳川のジュズカケハゼおよび大野町大野川

のウキゴリ（中流塾），長野県大町市木崎湖と長

野市内のヨシノポリからも見出されている（筆者

の未発表資料）。青森県小川原湖では，ウキゴリ，

ヌマチチブ，どリソゴの3種のハゼ類のうち，ど

リソゴからえられている（筆者の未発表資料）。

Yamaguti（1951）は，本種の感染実験を行い，

ケソミジソコ（劇壇励刑描Sp．）を用いて前擬充

尾虫をえたが，その幼虫をドソコへ経口感染させ

ることはできなかった。

Proteocephalidea日：Proteocephalidae科

Gangesia ma？gOlisiShimazu，1994

Shimazu（1994）は琵琶湖のビワコオオナマズ

（ナマズ科）の腸からえた成虫に基づいて本種を

記載した。

G．paYtZSiluriYamaguti，1934

Yamaguti（1934）は京都府巨椋池と富山県の

ナマズ（ナマズ科）の腸からえた成虫を本種とし

て記載した。Yamaguti（1934）が巨椋池産ナマ

ズから加わoc密血Zゐ岱如γ俗言ゐJガの副基準標本と

して記載した成虫は本種である（Shimazu，

1993）。Demshin（1985b）は，ロシア沿海州産

G．如惚祓扇について，幼虫のケソミジソコ

（〟どぶ8秒CわかJg〃虎αγの体内での発育を実験的

に研究した。

劫クて砂roteoc砂hahtspaYaSihlri（Yamaguti，1934）

Shimazu，1993，nOt（Zmeev，1936）

CheninDubinina，1962

（＝Proteoc卸hahLSPa7℃∫ihtriYamaguti，1934，in

part），

Yamaguti（1934）は，巨椋池のナマズの腸か

らえた擬充尾虫（後期幼虫）（正基準標本と副基

準標本）と頭節のない成虫（副基準標本）を，

アγ0ねoc密αJzば　αγαgZαγ才として記載した

（Shimazu，1990も参照）。Shimazu（1993）ほ，

Yamagutiの基準標本系列，巨椋池のドソコとウ

キゴリの直腸からえられたYamaguti標本（浜

充尾虫）および諏訪湖と琵琶湖のナマズの腸から

えた自己標本（成虫）を観察したところ，副基準

標本とされた成虫以外は全て同一種であり，

j初プ頑）和知C密血Zゐ岱属に属することを知り，これ

らを新組合せの種名のもとに記載した。なお，副

基準標本とされた成虫は前出のG．如相浦戒で

ある。さらに，諏訪湖のウキゴリとジュズカケハ

ゼの直腸および琵琶湖のイサザ（ハゼ科）の腸か

らも換充尾虫を報告した。P．paYaSihlri（Zmeev，

1936）CheninDubinina，1962（ロシア沿海州と

中国東北部に分布する）は本種と同一種と思われ

るが，両者の標本を直接比較できないために，種

の異同問題はまだ解決されていない。したがって，

本種の学名にも問題が残っている。

伽teoc密hahtsjhtviatilisBangham，1925

Shimazu（1990）は，長野県大町市木崎湖のオ

オクチバス（バス科）の腸からえた条虫を本種に

同定した。本種はオオクチバスとともに北米から

木崎湖に移入されたものと考えられている

（Shimazu，1993も参照）。しかし，精巣の分布が

正中線上で欠けている個体もある点で，本条虫と

q掩わぬg乃ぬ属（ヘビやカエルに寄生する）との

関連も示唆される。木崎湖ではその後本種は検出

されていない（筆者の未発表資料）。カナダにお

けるPjhtviatiligの生活史については，Fischer

（1968）を見られたい。

P．midoYiensis Shimazu，1990

Shimazu（1990）は，長野県飯山市緑のホトケ

ドジョウ（タニノポリ科あるいはドジョウ科）の
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腸からえた成虫に基づいて本種を記載した

（Shimazu，1993も参照）。

PplecoglossiYamaguti，1934

Yamaguti（1934）は琵琶湖のアユ（アユ科）

の腸からえた成虫に基づいて本種を記載した。こ

れ以前に，この条虫は伽ねoc密ゐαゐ岱Sp．あるい

はヱ　乃曙Jgcおとして報告されていた（片岡，

1930，1932；井上，1932；片岡・門馬，1932；

KataokaandMomma，1933，1934）。本種の形態

については，片岡・門馬（1932），Kataoka and

Momma（1933），Yamaguti（1934），Shimazu

（1990，1993）を見られたい。分類については，

上記の文献以外に，門馬（1935a）と岩田

（1938）も参照されたい。本種の生活史は不明で

ある。実験的には，ケソミジンコ（q′C極言　ぶer

用あわ岱）から未完成の前擬充尾虫が回収された

（KataokaandMomma，1934；門馬，1935b）。琵

琶湖のアユでは，条虫は晩春～初夏に成熟し，他

の季節では未熟であり，また11～12月の仔稚魚に

も感染している（片岡・門馬，1932；Kataoka

andMomma，1933；高橋，1973）。産卵後に片節

連体が離れ落ちたあとも，頭節が残ることもある

らしい（筆者の未発表資料）。アユとケソミジソ

コの寿命を考慮したとき，初夏～初冬の間には，

条虫はどこに生残し，初冬以降の仔稚魚への感染

源となるのであろうか。

P tet77ZSiomus（Rud01phi，1810）Willemse，1965

Shimazu（1990，1993）は，本種を北海道網走

湖と塘路軌　長野県諏訪湖および神奈川県芦ノ湖

のワカサギ（キュウリウオ科）から報告した。本

種はまた塘路湖のアメマス（サケ科）および諏訪

湖のオオクチバスやナマズ，アメノウオ（サケ科

のアマゴの湖沼型）からも検出されている

（Shimazu，1990，1993）。これらはワカサギを捕

食して条虫を取り込むと考えられるが，条虫がそ
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の腸内に在留する期間は2～3日間以内のようで

ある（筆者の未発表資料）。本種は元来は網走湖

に天然分布していたのであるが，ワカサギ卵の移

動にともなって，網走湖から塘路湖と諏訪湖へ，

さらに諏訪湖から芦ノ湖へと人為移植されたらし

い（Shimazu，1993）。最近，本種は青森県小川

原湖のワカサギからも検出された（筆者の未発表

資料）。小川原湖のワカサギは天然分布のもので

あるというから，これは本種の分布のうえで興味

深い。本巻は汽水域周辺部の淡水域に生息するワ

カサギ類にひろく寄生している可能性がある。た

だし，霞ケ浦のワカサギからは本種は見出されな

かった（Shimazu，1993）。

乃′βねOC密ゐαゐ岱Sp．

福井（1961）はこの条虫（片節形成前の後期幼

虫）を北海道湧別のカラフトマス（サケ科）の腸

からえて，図示している。福井の同定のとおりに

Pγロねoc密ゐαゐ岱Sp．とすると，この条虫は北海道

産の淡水種であると考えられる。しかし，宿主が

遡上した成魚とすると，海産種のgcoJ方　がeγロー

necぬMiiller，1788（Tetraphyllidea目幼虫の集

合名）であるかも知れない。福井の標本は横浜市

立大学にも目黒寄生虫館にも保管されていないよ

うである。

考　察

以上で，日本列島の汲水域ケこ生息するミ　ミズ叛

と魚類に寄生する粂虫類について，多少の検索も

れがあったとしても，既知の事柄はほとんど全て

拾い上げていると思う。全体を見わたすと，

Yamagutiによる一連の研究をのぞいて，散発的

で，たまたま検出した条虫を記述したような報告

がおおい。Yamagutiの研究といえども，調査し

た水域と魚種は限られている。

従来の研究は主に分類学的なものである。数少
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ない研究者が，少数の標本の形態に基づいて条虫

相を研究してきたのである。すなわち，一応種と

して確定しているものは，Cestodaria亜綱に1

日1科1属1種，Eucestoda亜綱に4日6科12属

16種であり，この他にEucestoda亜綱に2未同

定条虫が知られている。そのうちの1日，1軋

1属および12種が新分類群として日本で提唱され

た。形態に基づく，既知種の分類学的再検討は

Bothriocqt）halus acheilognathiとProteoce－

Phalidae科について一応済んでいる（その項を

参照）。しかし，これらでさえ，地理的変異や宿

主由来の変異を含めて，形態的種内変異はまだ十

分に解明されていない。且　αCゐegg脚？α徹と

ク和知C喀血Zゐ岱♪ねccgわ誠がやや詳細に調査研究

されているのは，前著が養殖マゴイに，後者が琵

琶湖のアユに寄生し，これらが水産上無視できな

かったという特殊事情によるのであろう。

日本にはおよそ150ないし170種の汲水魚がいる

（後藤，1987）。このうち，条虫の宿主として記録

されたのは30種に満たない。産地として記録され

ているのは，北海道，東北，関東，中部，近艶

中国，九州の各地方おける，一部の限られた水域

である。

生活史からみると，わずか3種について実験的

に研究されたが，全生活史あるいは自然界での生

活史が解明されたわけではない。魚類の条虫類は

ケソミジソコなどの小型甲殻類を中間宿主とする

ものがおおく，中間宿主体内で発育する幼虫は実

体顕微鏡下で認めることができる大きさである。

しかし，ケソミジソコばかりでなく，中間宿主に

なりそうな動物からも，自然感染の幼虫が報告さ

れた例は日本ではないようである。

本稿がしめすとおり，日本産淡水魚類の条虫相

は解明の途上にある。個々の種に関する，形態的

種内変異や系統分類，宿主特異性，生活史，寄生

動憩，地理的分布，宿主との共進化，日本列島へ

の定着経路などの研究は将来に期待したい。しか

しながら，この分野を専門とする研究者が国内に

は一人もいない現実を指摘しておかざるをえない。
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